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公明党の 新しい福祉社会ビジョン
「孤立」から「支え合い」の社会めざして

は
じ
め
に

公
明
党
は
、
国
民
の
皆
様
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
を
め
ざ
し
、
福
祉
政
策
の

実
現
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
こ
の
た
び
、「
新
し
い
福
祉
」

の
理
念
の
も
と
、
将
来
に
希
望
の
持
て
る

国
づ
く
り
を
め
ざ
す
「
新
し
い
福
祉
社
会

ビ
ジ
ョ
ン
」
の
中
間
取
り
ま
と
め
を
発
表

い
た
し
ま
し
た
。

今
、
私
た
ち
の
周
囲
を
見
渡
し
た
時
、

地
域
や
職
場
、
家
庭
な
ど
で
の
人
間
的
な

「
つ
な
が
り
」
が
薄
れ
、
暴
力
、
虐
待
、

い
じ
め
な
ど
が
起
こ
り
、
自
殺
、
ひ
き
こ

も
り
、
不
登
校
、
心
身
症
、
う
つ
病
な
ど

が
多
発
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
問
題
も
広
い
意
味
で
福
祉
の

一
部
と
し
て
、
早
急
に
対
策
を
講
じ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
解
決
の
た

め
に
は
、「
孤
立
社
会
」
か
ら
「
支
え
合
い
」

の
社
会
を
め
ざ
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
仕
組
み

を
改
革
す
る
以
外
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

公
明
党
の
「
新
し
い
福
祉
社
会
ビ
ジ
ョ

ン
」
は
、
社
会
保
障
制
度
を
改
め
て
見
直

す
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
社
会
に
新
し
く
発

生
し
て
き
た
病
理
的
側
面
へ
の
対
応
を
加

え
た
内
容
で
す
。
今
回
は
、
そ
の
概
要
に

つ
い
て
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

基
本
的
考
え
方

１
，
健
全
な
共
助
、
健
全
な
雇
用
こ

そ
福
祉
の
原
点

２
，
共
助
の
精
神
に
則
り
、
福
祉
制

度
の
所
得
再
分
配
機
能
を
よ
り

強
化
さ
せ
、
充
実
し
た
「
中
福

祉
・
中
負
担
」
を
実
現

３
，
共
助
社
会
を
確
立
す
る
た
め
、

地
域
や
職
場
を
は
じ
め
、
す
べ

て
の
社
会
構
造
を
見
直
す

今
回
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
社
会
保
障
の
制

度
設
計
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能
を
強
化
し
た
上
で
、
国

民
に
理
解
さ
れ
、
分
か
り
や
す
さ
を
重
視
し

た
国
民
目
線
に
立
つ
改
革
を
掲
げ
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
①
給
付
と
負
担
の
明
確
化

②
制
度
設
計
の
過
程
の
「
見
え
る
化
」
③
Ｉ

Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
積
極
的
な
活
用
、

な
ど
の
実
施
で
す
。

さ
ら
に
は
、
一
般
会
計
と
社
会
保
障
会
計

を
分
離
し
、
毎
年
の
社
会
保
障
費
の
「
見
え

る
化
」
や
、
個
人
レ
ベ
ル
で
社
会
保
障
の
給

付
と
負
担
を
分
か
り
や
す
く
示
す
た
め
の
社

会
保
障
番
号
制
の
導
入
と
、
社
会
保
障
制
度

の
個
人
単
位
化
の
検
討
な
ど
も
提
案
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
社
会
保
障
を
支
え
る
基
盤
の
充
実

に
向
け
て
、
次
の
点
に
つ
い
て
提
言
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
社
会
保
障
制
度
を
持
続
可
能

と
す
る
た
め
に
は
、
一
定
の
経
済
成
長
が
必

要
で
あ
る
と
い
う
点
で
す
。
環
境
と
農
業
を

軸
に
し
た
「
緑
の
産
業
革
命
」
、
医
療
、
福

祉
分
野
の
雇
用
拡
大
と
技
術
革
新
な
ど
、
新

た
な
成
長
戦
略
で
経
済
が
着
実
に
成
長
で
き

る
仕
組
み
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
し

て
い
ま
す
。

次
に
、
女
性
や
高
齢
者
、
若
者
な
ど
、
社

会
保
障
制
度
の
「
支
え
手
」
を
拡
大
し
、
地

域
で
の
「
支
え
合
う
」
社
会
の
仕
組
み
づ
く

り
も
推
進
す
る
と
い
う
こ
と
も
指
摘
し
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
税
制
面
の

支
援
や
一
定
の
行
政
権
限
の
委
託
で
す
。

さ
ら
に
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ポ
イ
ン
ト
」

や
成
年
後
見
制
度
の
充
実
な
ど
、
個
人
を
支

え
る
制
度
の
充
実
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
こ
れ

ら
、
地
域
で
「
支
え
あ
う
」
社
会
の
仕
組
み

づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

公
明
党
は
、
こ
れ
ら
の
社
会
保
障
の
制
度

設
計
に
あ
た
っ
て
、
年
金
、
医
療
、
介
護
、

子
育
て
支
援
な
ど
各
分
野
で
、
給
付
と
負
担

を
含
め
た
社
会
保
障
ビ
ジ
ョ
ン
を
協
議
す
る

衆
・
参
両
院
合
同
の
「
社
会
保
障
協
議
会
」

(

仮
称)

設
置
を
主
張
し
て
い
ま
す
。

こ
の
協
議
会
で
は
、
検
討
期
限
を
定
め
、

各
世
代
の
幅
広
い
意
見
を
聞
き
国
民
的
議
論

を
喚
起
し
た
上
で
、
与
野
党
間
の
合
意
を
得

る
事
が
大
事
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
公

明
党
は
そ
の
先
頭
に
立
っ
て
頑
張
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

特
に
今
回
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
団
塊
の
世

代
が
７
５
歳
を
迎
え
る
「
２
０
２
５
年
の
社

会
保
障
の
姿
」
も
提
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
「
２
０
２
５
年
」
は
、
ま
さ
に
人
口

構
造
的
に
も
高
齢
者
を
取
り
巻
く
環
境
的
に

も
厳
し
い
現
状
に
直
面
す
る
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ

イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
展
望
を

踏
ま
え
た
上
で
、
雇
用
の
安
心
、
子
育
て
の

安
心
、
老
後
の
安
心
、
医
療
の
安
心
。
さ
ら

に
は
障
が
い
を
持
つ
方
々
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
へ
―
―
そ
の
た
め
に
も
人
々
が
支

え
合
う
共
助
の
社
会
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
各
論
と
し
て
、
社
会
的
に
弱
い
立

場
に
あ
る
人
々
を
社
会
の
一
員
と
し
て
包
み

合
う
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
」

（
社
会
的
包
容
力
）
の
取
組
み
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
９
分
野
（
年
金
・
医
療
・
介
護
・
子
育

て
支
援
・
障
が
い
者
福
祉
・
雇
用
・
住
宅
・

貧
困
格
差
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ

ン
）
で
の
当
面
す
る
具
体
的
施
策
と
中
長
期

の
課
題
へ
の
対
応
に
も
言
及
し
て
お
り
ま

す
。
ビ
ジ
ョ
ン
の
最
終
報
告
は
本
年
半
ば
ま

で
に
取
り
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

公
明
党
は
最
も
国
民
の
生
活
現
場
に
近
い

地
方
議
員
と
国
会
議
員
の
チ
ー
ム
力
で
皆
様

の
声
を
受
け
止
め
な
が
ら
政
策
を
ま
と
め
、

そ
の
実
現
の
た
め
全
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
公
明
党
へ
の

力
強
い
ご
支
援
を
、

心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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高萩市議会報告 平成２２年 ９月定例会 一般質問

高萩市議会報告 平成２２年１２月定例会 一般質問

平成２３年度予算編成に関する要望書を市長へ提出

平成２２年１２月２８日、今川敏宏議員と菊地正芳議員は
草間市長に平成２３年度の予算編成に対する要望書を提出し
ました。
財政健全化のピークを迎えている現在の高萩市には予算の

余裕はありません。今回の要望内容は１０項目５１点で予算
のかからない事業やより効率化する事業内容となっています。
一般的には財政健全化を進めるため経費削減を図ると市民

サービスが低下します。しかし少ない経費でもサービス内容
によっては市民に喜んでいただけると思います。公明党は財
政健全化と市民サービスの充実を両立することをめざし取り
組んでいます。
詳細はホームページに全文を掲載しました。
http://www9.ocn.ne.jp/~imagawa/

菊地 正芳 議員

●地域福祉計画について
高齢者の所在不明の問題、所在確認の方法、孤

立化防止の観点から早急に地域福祉計画を策定

するべき。対応を伺う。

●難病患者福祉見舞金について
さらなる拡充を提案し見解を伺う。

●証明書のコンビニ交付について
住民票等の証明書をコンビニで発行できるサー

ビスを取り組めないか伺う。

●救急業務について
質問事項などを予め記載した「会話カード」を

使用することでしゃべれない状態でも意思疎通

が可能である。所見を伺う。

今川 敏宏 議員

●財政健全化について
２１年度決算を踏まえ、健全化計画の達成状況

を分析し、計画の見直しを提言し、見解を伺う。

●所有地の管理について
民地、市有地とも境界線に係る諸問題（樹木の

はみ出し、雑草管理、雨水流入、日照、落葉等）

や、市有地の管理のあり方について対応を伺う。

●食の安全と食育について
「糖類０、カロリー０」の飲食品の安全性と健

康づくりの側面からの取り組みを伺う。また、

小中学校の給食を、年に何回か自分で弁当を作

る「弁当の日」について、まずは講演会を開催

できないか所見を伺う。

市民相談・法律相談はお気軽にご連絡ください
〈連絡先〉 今川敏宏 電話２４－３０７９

菊地正芳 電話２３－７８７６

菊地 正芳 議員

●市民相談体制について
１点目はうつ病は人ごとではなく、誰でも発症

する可能性があることを鑑み、相談体制、社会

復帰への支援を充実させる必要がある。

２点目は、多重債務者の納税相談において、「過

払い金債権の差し押さえ」を行うことによって、

債務者の負担軽減と納税の両得になる。

以上を踏まえたきめ細かな相談体制の充実を求

め見解を伺う。

●介護サービスについて
県北地域では高萩市だけ行っていない「紙おむ

つ券支給事業」を提案し見解を伺う。

今川 敏宏 議員

●第４次高萩市総合計画について
草間市長初めての総合計画、一貫する基本的主

観と主眼は何か。想定人口、財政問題、将来像

等を伺う。

●平成２３年度予算編成について
考え方と方向性、目玉事業等を伺う。

●学校教育環境について
学校耐震化の状況と計画、エコスクール推進、

猛暑対策を伺い、校庭芝生化のメリットを具体

的に挙げ、鳥取方式によって低コストと管理の

容易化を実現できると説明し、執行部の見解を

伺う。


